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m の位置を中心に注視するが、空間に慣れた後者では視点より下方の高さ 0.9m の位置を中心に注視する傾向にある
などの結果を得ている。
第 4 章では、交差点空間において健常な歩行者の注視対象をアイマーク・レコーダにより実測し、解析している。


























あるが、後者では信号待ちの際はほぼ 8m であるものの歩道を移動中および交差点を横断中はほぼ 3m 前後とさらに
短くなること、歩道を移動中、信号待ち、交差点を横断中に、前者はいずれも高さほぽ 1m の位置を中心に注視する
傾向にあるものの、後者はそれぞれ高さ 0.3m、1. 4m、 0.1 m の位置を中心に注視する傾向にあり、信号待ちでは両
者の値が近いものの、歩道を移動中や交差点を横断中は、後者は前者よりはるかに大きな傭角で下方を注視している
ことなどを明らかにしている。
(6)以上に基づき、人の移動時の注視傾向から見た建築空間および都市空間の形態を構成して行く上で考慮すべき要
件を提示している。
以上のように、本論文は、これまで静止時の注視点計測を元に論じられることの多かった分野に移動時の計測法を
確立し、人の歩行時および車イス移動時の注視点を明確にとらえ、建築空間および都市空間の形態を計画していく上
で必須の基礎的要件を解明しており、建築計画学、特に建築形態工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
